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製材品の強度を丸太段階で予測する  

 
１  背景・目的  

製材品の強度性能を丸太段階で予測するには、打撃により丸太のヤン

グ係数を測定する方法がある。この方法は小径の丸太から１本の製材品

を得る場合はよくあてはまるが、大径の丸太から複数の製材品を得る場合

は予測精度が落ちる。県産スギの大径化により、強度性能を担保した製

材品を効率よく生産するには、丸太樹幹内のヤング係数の変動を考慮す

ることが重要である。  
 

２  技術のポイント  

(1 )  県産 スギ丸太 を樹皮側から徐々に削 りながら丸太 を打撃することで   

(写真 )、丸太の髄からの距離 とヤング係数の変動モデル式を得ること

ができた（図 1） 。  

 

 

 

 

 

 

 

(2 )  モデル式を利用することにより、現場で丸太のヤング係数を１回測定   

するだけで、任意に木取 りした場合の複数の製材品のヤング係数を個

別に予測することができる（図 2） 。  
   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３  成果の活用と残された問題点  

(1 )  製材前における丸太選別と製材品の強度予測に活用できる。  

(2 )  予測精度向上のため変動モデルの試験サンプルの蓄積が必要である。  
 

問合先：資源開発部  TEL 076-273-1873 

担当者：石田洋二  
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図 2 丸太 1 本から生産した製材品のヤング係数予測例  

写真  丸太のヤング係数測定  
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図 1 ヤング係数の変動モデル式  
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